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研究成果の概要（和文）：「宗教的近代」を疑問に付す諸現象（宗教の再活性化、保守革命、イスラーム民衆運動）に
対して西洋諸社会が警戒を示すなかで、寛容を創出すべき政教分離の制度が、かえってマイノリティ抑圧へと転化する
状況が見られる。本研究では、民主主義的諸価値が特定の宗教に対して動員され、グローバル化に伴う社会問題を相対
化、隠蔽する様子を分析した。フランスでは、国家が対話しやすいイスラーム教を制度化するという、政教分離に矛盾
する動きも見られた。他方で、ナショナル・アイデンティティとしてのライシテ（脱宗教）が、イスラーム系市民を周
縁化しつつ、差別、経済格差、植民地主義的な人種主義をめぐる問題提起をむずかしくしている。

研究成果の概要（英文）：In their distrust towards the phenomena questioning the "religious modernity" 
(reactivation of the religions, the conservative revolutions, the Islamic popular movements), the western 
societies advocate the respect for the democratic values which, sometimes, turn against religious 
minorities. Our research tried to analyze how these values were mobilized against certain religious 
minorities and served to cover, otherwise to hide the social questions caused by the globalization. In 
France, we can observe an attempt of the State organizing a“French Islam”, a gesture hardly compatible 
with the notion of “laicity”. But laicity was the very value brandished as representing the national 
identity, marginalizing Muslim minority and making it more difficult to approach as social issues the 
questions of discrimination, disparities and racism inherited from the colonial past.
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１．研究開始当初の背景 
 
 「宗教的近代」という概念は、MaxWeber
が提示した世界の「脱呪術化」もしくは世

俗化が進行するプロセスとして捉えられて

いた。1970 年代までは支配的だった観点で

ある。しかし、イラン革命（1979 年）はそ

の見方に大きな疑問を突きつけた。また、

近代化を達成した欧米社会においても新た

な宗教現象が生まれるなど、宗教の再活性

化が観察された。アメリカにおける「保守

革命」もその一つである。1980 年代から、

「宗教の回帰」や「神の復讐」が語られは

じめる。それらの言説は、形を変えつつも、

宗教的対立によって分断されたグローバル

な地政学として、ハンティントンの「文明

の衝突」論（1996 年）によって描かれてゆ

く。その「理論」は、幾多の批判を受けな

がらも、少なからぬ影響力を持った。また、

世界貿易機関の成立（1995 年）ともに本格

化し、資本主義の新たな段階をなすグロー

バル化が、「宗教」が前景化される時点と重

なっている点も忘れてはならない。 
冷戦構造の終焉が旧社会主義圏に残した

ものも、民族や宗教の対立であった。旧ソ

連圏や旧ユーゴスラビアでの出来事がそれ

を物語っている。他方で、脱植民地化から

30 年を経て、多民族化・多文化化が進行し

た欧米の社会では次のような推移があった。

社会主義的イデオロギーの衰退とともに、

社会を構成する諸集団や社会問題を語る差

異には、階級や境遇の語彙は採用されず、

「アイデンティティ」が語られるようにな

った。マジョリティのナショナル・アイデ

ンティティに、とりわけ宗教によって規定

されたマイノリティが対置されるようにな

った。そのなかで、ヨーロッパの「イスラ

ーム」は、そのなかで共生を困難にする最

大の「問題」として扱われるようになった。 
以上が、研究開始当初の背景である。 

 
 
２．研究の目的 
  
「共生の宗教へむけて――政教分離の諸相

とイスラーム的視点をめぐる地域文化研究」

と題された本研究は、21 世紀が抱える重要

問題として宗教を取り上げる。宗教と寛容の

問題についてはすでに数多くの議論がある

が、とりわけ「文明の衝突」論以来、イスラ

ームと西洋的政教分離および民主主義との

困難な両立が大きな問題とされてきた。本研

究は、イスラームをめぐる欧米の言説を一つ

の出発点とする。しかし、対立の責任がもっ

ぱらイスラーム側にあるとする視点を無条

件で受け入れることはしない。むしろ、1)「共

生の原理」として掲げられた政教分離がイス

ラーム系市民もしくは移民をかかえる欧米

社会で「共生の阻害要因」として働きうるこ

と、2)欧米諸国における政教分離のあり方に

も（米‐仏に特徴的に現れているように）多

くの違いがあること、3)イスラームも単一で

はなく、随所でさまざまな運動が見られ、近

代社会へ自らを開こうとする幾多の努力を

重ねていること、に焦点を当てる。本研究の

目的は、一言でいうならば、単に「共生の宗

教」のあり方のみではなく、同時に「共生の

政教分離」のあるべき姿を追求することであ

る。 

 
 
３．研究の方法 
 
基本的にヨーロッパ‐イスラームの軸を中

心に据え、補足的に他地域の情報・資料の収

集・分析をし、理論化を試みる。具体的には

、以下の4つの方向で研究を展開した。 

（１）海外の研究者を招いた形も含めて、共

同研究会を開き、メンバー間で事例を共有し

た。 

（２）各対象地域に関する資料、広域イスラ

ーム移民に関する資料を中心に、政治、社会、

思想、歴史などに区分し、国内外からの計画

的な収集を行った。 

（３）対象地域にメンバーを派遣して、現地

調査および現地研究者との情報交換を行った。 

（４）現代社会を扱う研究なので、昨今の欧

米での動きはもちろんのこと、北アフリカ、

中東での動きも重視し、出来事に応じて柔軟

に方向を修正しながら研究を進めた。 

 
 
４．研究成果 

 

(1) 平成22年度4月には、フランスにおける

政教分離の大家J. Baubérot教授（高等研究実



習院）を囲んで現状の報告を受けるとともに

、脱宗教化（laïcité）と世俗化（séculari- 

sation）の相違と、両概念を区別する方法論

的メリットを確認した。7月には、A. Zambar- 

bieri教授（パドヴァ大学）と意見交換を行い

、9月には研究代表者をフランスに派遣、資料

調査を行うと同時に宗教（とりわけイスラー

ム）をめぐる状況調査に従事させた。長沢は

、チュニジアとの交流セミナール、地中海研

究グループ（トリエステ大学）、イスラーム

地域研究国際研究会などで、伊達は国際宗教

学会、日仏社会学会などで研究成果を発表し

、内外の研究者との交流に努めた。 

本研究の重点は現代社会にある。研究開始

早々、二つの顕著な動きが観察された。フラ

ンスにおけるブルカ着用禁止の動き、そして

チュニジアから始まったアラブ世界の民主化

の動きである。後者は画期的な事件であり広

範な影響を残すことが予想された。長沢は、

とりわけ民主化の動きのなかで世俗化がどの

ような形で現れるかに注目した。伊達の労作

『ライシテ、道徳、宗教学』（勁草書房）が

11月に刊行された。フランスの政教分離に関

する重要な著作である。 

 

(2) 平成 23年度は東日本大震災と福島第一

原発事故の余波が残り、国際学会なども多く

がキャンセルされた。そのなかで、R. Girard

に強く影響を受け、原子力災害にも詳しい

J.-P. Dupuy 氏（スタンフォード大学教授、

フランス放射線防護原子力安全研究所）の来

日を実現させ、研究会を開催した。大規模災

害と巨大科学技術における宗教性という新

たな次元を開拓する手掛かりを得ることが

できた。M. Milot 教授（ケベック大学モント

リオール校）との研究会、J. Host 監督のド

キュメンタリー『スカーフ論争――隠れたレ

イシズム』（2004 年）を上映し、フランス植

民地史専門の平野千果子氏（武蔵大学）など

と意見交換も行った。 

 代表者は、上記の組織を指揮すると同時に、

中間的なまとめとして、「ナショナル・アイ

デンティティとしてのライシテ――フラン

ス、スカーフ問題の背景」を執筆した。伊達

はカナダ・ケベック州におけるライシテにも

対象を広げ、活発な活動を展開した。平成 22

年度まで分担研究者であった7名は連携研究

者となったが、著書 2点、一般学術論文 7点

を著している。とりわけ長沢は民衆革命とイ

スラームとの関係を考察し、アラブ革命関連

の論文 3点を執筆した。 

 

(3) 平成 24年度の研究は、主に 1)フランス

のライシテをめぐるさらなる考察ならびに

カナダ・ケベック州のライシテとの比較、2)

フランスの宗教事象学際研究センター

（CEIFR）との関係強化、3) 1970 年代以降の

フランス社会の推移の確認、4) 「アラブの

春」のその後に充てられた。 

 1)伊達はライシテをめぐる3つのアプロー

チ（M. Gauchet、J. Baubérot、R. Rémond）

を扱った論考をはじめ、5件の成果を発表した。

代表者は、12月に、「ブシャール=テイラー報

告」の一方の執筆者であるG. Bouchard氏（ケ

ベック大学シクチミ校教授）を迎えての研究

会を開催した。2)代表者は11月にパリに赴き、

情報交換ならびにCEIFR編纂の『宗教事象事典』

を各言語へと翻訳する際の諸問題について、

発表、討論を行った。3)9月にパリ第7大学教

授E. Tassin氏を迎え、「新たなコスモポリタ

ニズム概念」について考察、12月にはフラン

ス国立科学センターのJ.-P. Le Goff氏と

「1968年5月」以降フランス社会に起きた変化

について意見交換を行った。4)長沢は『アラ

ブ革命の遺産』（平凡社、606頁）でアラブ社

会を貫く思潮の数々について論じ、本研究の

一方の焦点であるイスラーム圏について明瞭

な思想地図を提供した。網野は、初期ペルー

における宗教・政治コンフリクトを論じた論

考を発表し、ペルーにおける聖母信仰をめぐ

る報告も行っている。 

 

(4) 平成 25 年度は、引き続きヨーロッパ（西

洋）‐イスラーム間の緊張を中心に研究を続

けた。緊張もしくは対立は必ずしも国際的な

次元で見られるものではなく、ヨーロッパ諸

国においてはホスト社会と移民との間の緊

張や摩擦として現れる。イスラーム（アラブ）

諸国でも地域の政情不安に伴って、国際的な

武装組織による内戦状況、一国内での宗教対

立および衝突が起こっている。課題の性質上、

現時点でも進行しつつある多様な状況を踏

まえることに配慮した。代表者はイスラーム

嫌悪が生まれる土壌について、フランスの例

から考察した。伊達は国家が自分の対話者と

なるべきイスラーム側の組織を構築しよう



とした点に注目し、その経緯を分析した。全

体として、フランス特有のライシテ（脱宗教

性）概念の重要性をあらためて確認するなど、

所定の目的を達成したと自負している。 

 海外研究者との交流の一環として、S. 

Fleury 氏（パリ・アメリカ大学）、J. 

Letourneau 氏（カナダ、ラヴァル大学）と研

究会を行った。科研費の繰越を許されて平成

26 年度も研究のまとめ続けたが、パリの

CEIFRおよびEPHEといっそう緊密な協力関係

を結び、前者とは『宗教事象事典』（フラン

ス大学出版会刊、2010 年。2016 年に改訂版

を刊行予定）をめぐって今後も共同作業を行

うことになった。フランスにおけるイスラー

ムの対応については、フェミニズムの視点か

ら C. Delphy 氏（フランス国立科学研究セン

ター）、人種主義の視点から E. Fassin 氏（パ

リ第 8大学）の協力が貴重であった。 

 連携研究者では、とりわけ長沢がエジプト

情勢に関する著書、論文を精力的に執筆した。

杉田英明はイスラーム信仰全般について、安

岡治子は東方教父に関する研究を発表して

いる。 

 東京大学大学院総合文化研究科地域文化

研究専攻紀要の枠で『ODYSSEUS 別冊 2』を作

り、研究成果の一部を収録した。大学のリポ

ジトリーからも閲覧可能である。 
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